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開拓者をたたえる式典に出席したヒンクレー大管長とファウス ト副管長

月12日 ソ ル トレ ー ク･シ テ ィー に お い

5 て行 われ た式 典 にお いて ゴー ドン･

B･ヒ ンクレー大 管 長 は復 元 され た 開拓

者 小 屋 を記 念 館 として奉 献 した 。 同 じ

日に大管 長会 の ジェームズ･E･フ ァウス

ト第二 副 管 長 はワイオ ミング州 を訪 れ,

同州 にお い て末 日聖 徒 が ささげ た犠 牲

を人 々の記憶 にとどめるため に尽 力 した

教 会 員 をたた える式 典 に 出席 して,話

した。

ヒンクレー大 管長 はソル トレーク･シ テ

ィーの｢ジ ス･イズ･ザ･プ レース記 念公 園｣

に復 元 され たリチャード･ペイとメアリー･

ゴーブ ル･ペ イの丸 太 小屋 を奉 献 す る式

典 におい て話 をしてい る。 この家 はヒン

クレー大管 長 の夫人 マージ ョリー･ペ イ･

ヒンクレーの祖 父 母 であるペイ家 が所 有

していた ものであった。 当時 はユ タ州 中

部 地 域 に建 て られ て いた もの で あっ た

が,ペ イ家 の人 々によって復元 され,ジ

ス･イズ･ザ･プ レース財 団に寄贈 され た。

奉献 式 には十二 使徒 定 員会 のM･ラ ッ

セル･バ ラー ド長 老 も出席 している。

ヒンクレー大 管 長 は開 拓 者 小 屋 を奉

献 す る祈 りの中 で,開 拓 者 の 一 団が 受

けた 苦 難 につ い て述 べ てい る。 メ アリ

ー･ゴ ーブルの家 族 とリチ ャー ド･ペイの

家 族 が 加 わ って いた この一 団 は 西部 を

目指 して 合 衆 国 を横 断 す る旅 の 途 中,
ゆきあらし

激 しい雪 嵐 のため にワイオ ミングで 立 ち

往 生 してい た。ヒンクレー大 管 長 は祈 り

の中で次 のように述べ た。｢かつて開拓 者

であ った人 々の 子孫 で ある者 たち は皆,

この復 元 された家 を偉 大 にしてたぐい な

い受 け継 ぎの記 念 として 心 に とどめ ま

す｣ま たさらに こう語 った。｢開 拓者 た ち

が抱 いてい た大 きな ビジョンを,わ たし

たち も持 て ます ように,彼 らが持 って い

たような堅 固 な信 仰 を,わ た したちも持

て ます よ うに祝

福 して くだ さい司

メア リー･ゴ ー

ブ ル とリチ ャー

ド･ペ イ は1856

年,ウ ィリー と

マ ー テ ィンの 手

車 隊 と ともに ワ

イ オ ミン グ を旅
ほろ

した幌 馬車 隊 に

属 して い た。 こ

の グル ー プ に属

してい た開 拓 者｢ジ ス ･イズ･ザ

の多 くは,ブ リガ

ム･ヤ ング大管 長 写真/スコット･ロイド,

が 派遣 した救 援.

隊の到 着す る前 に命 を落 としている。

ワイオ ミングで行 われた式 典で,フ ァ

ウス ト副管 長 はその 開拓者 グルー プの救

出 に向か った二つ の 隊につ いて述 べ た。

1856年 の最 初 の救 出隊 に よって,多 く

の 開拓 者 は命 を救 われた。2度 目の救 出

隊 が 到 着 した の は1990年 代 で あった 。

この とき,多 くの開拓 者の ために神 殿 で

救 いの儀 式 が 執 行 され,彼 らの犠 牲 の

記念碑 が 史跡 地に建 立 されたのである。

フ ァウス ト副 管 長 は スコ ッ ト･ロ リマ

ー
,デ ィー･ロ リマー夫 妻 をたた える式

典 の主 賓 として招 か れ た。 ス コット･ロ

リマー とデ ィー夫 人 はス コットが ワイオ

ミング州 リバ ー トンス テーク会 長 を務 め

ていた ときに,現 在記念 碑 と訪問者 セ ン

ターが建 て られてい る史 跡地 を広 く人 々

に 知 らせ る運 動 を展 開 した 。 彼 らの努

力 をた た え て,ワ イオ ミング州 議 会 は

2001年5月12日 を｢ス コット･ロリマ ー,

デ ィー･ロ リマー 夫妻 の 日｣とす ることを

宣言 したのである。

ファウス ト副 管 長 はウ ィリー とマ ーテ

･プ レース記念公 園｣で 復元された小屋 を

奉献 するヒンク レー大管長。

『チャーチニューズ』(0加roん1Vθwε)の厚意により掲載。

インの手 車 隊 に加 わ った 開拓 者 た ちが

｢信仰 の ため に苦 痛 と苦 難 に よって支 払

った 並 々な らぬ 代 価｣に つい て語 った。
あわ

｢わた したち は,思 いや り深 く憐 れ み に

満 ちてお られる神 が なぜ 風 雪 を弱 めて,

この 上な く厳 しい苦 しみか ら彼 らを救 わ

れなか った のだろ うか と考 え ます。 わた

しは 自分 で納得 で きる答 えを見 つ けたと

思 います。違 って いるか もしれませ んが,

彼 らの命 はその苦 しみ と模範 を通 してよ

り高 い 目的のため に聖 別 され たとわ たし

は信 じて い ます 。 救 い 主 を愛 す る気 持

ちは彼 らの心 の奥 深 くにしっか りと根 を

下 ろ してい ました。そ して,彼 らの子 ど

もた ちの心 に,さ らにその子 どもたちへ

と永 遠に受 け継 が れてい くことで しょう。

彼 らのそ の ような姿勢 は,心 底 か らの,

真 の改心 を原 点 としていたのです。｣

この式 典 には北 アメリカ中央地 域会 長

会 会 長 の ドナル ド･L･ス テー リー 長老,

州 政府 の指 導者,リ バ ー トンステークの

現会 長 ロイド･ラーセ ンが 出席 した。 □

200歳 の誕生日にブリガム･ヤング大管長をたたえる

月1日,ブ リ ガ ム･ヤ ング 大 管 長 の

6 生誕200周 年 を迎 え,大 管 長 の功 績

をたた えるプログ ラムが2か 所 で催 され

た。 開 催 され た場 所 は,大 管 長 が1800

年 代 中 ご ろに教 会 とそ の会 員 た ちの 入

植 を支 援 した ソル トレー ク･シ ティー と,

大管 長 の生誕 地バ ーモン ト州 である。

ゴードン･B･ヒ ンクレー大 管長 は1日 の

夜,ソ ル トレーク･シ テ ィーの テンプルス

リアホナ/2001年10月 号
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第6回 国際美術=ン テストへの応募作品募集

教
会 歴 史 美術 博 物 館 は,末 日聖徒

の芸 術 家 が 芸 術 と信 仰 を調 和 さ

せ,新 しい創 作 品 を生 み 出 す ことを 目

的 とし,コ ンテス トを主催 す る。 そ のた

め,2003年 に開 かれ る第6回 国際 美術

コンテス トに新 しい美 術作 品 を出品 する

よう呼 びか け てい る。2003年3月21日

か ら9月1日 にか けて開 かれ る作 品展 の

主 題 は,末 日聖 徒 の 生 活 全 般 に及 び,

テーマ は｢過 去,そ して現 在 の末 日聖徒

信条,歴 史,生 活｣で ある。 出 品作

品 は,以 下 の(1)か ら(3)の 項 目の うち

一 つ以 上 の 項 目に関 連 した テーマ
,物

語,人 々,場 所,概 念 が描 写 され てい

ることが 条件 となる。(1)聖 文 の メッセ

ー ジや物 語お よび預 言者 の教 え を含 む,

末 日聖徒 の教 義,信 条,教 え。(2)教

会 歴史 上 重 要 な出 来事,場 所,人 々。

(3)教 会,家 族,個 人 の活動 お よびプ ロ

グラム を含 む福 音 の教 えや価 値 観 を末

日聖徒 の生 活 に実践 す る姿 。博 物 館 は

プロおよびアマチュアの芸 術 家 による卓

越 した作 品 を求 めている。

18歳 以 上 の末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト

教 会の会 員 であれ ばだれ でもコンテス ト

に出品 で きる。 出品 は一 人 一点 に限定 。

さらに主催 者 側 は,多 種 多 様 な文 化 的

お よび 審 美 的伝 統,ス タイル,手 法,

形 式 を歓 迎 してい る。絵 画,彫 刻,キ

ル ト,織 物,陶 磁 器,装 身 具,木 彫 り,

金 属細 工,写 真,デ ッサ ン画,版 画 な

ど。応 募作 品 は2000年1月1日 以 降の

完 成 品 に限 定 。 また作 品 の寸 法 は,額

を含 め最大213セ ンチ四 方 までとす る。

一次 審査 はスライ ドおよび写真 にて行

われる。写真 および スライドの返却 は行

わない。 一 次 審査 の段 階 で は作 品 自体

は送 付 しない こと。

二 次 審 査 に選 ば れ た作 品 の作 者 は,'

2002年12月15日 以 降 に通 知 を受 け る。

合 衆 国 お よび カナ ダ以 外 の 国 に住 み,

一 次 審 査 通 過 の通 告 を受 け た作 者 は
,

2003年1月7日 まで に最 寄 りの教 会配 送

セ ンター に作 品 の現 物 を送 付 す る。 配

送 セ ンターは博物 館 あて に2003年2月7

日必 着 で輸 送 を行 う。 審 査 の基 準 は,

テーマ が いか に独 創 的 か つ巧 み に表 現

され ているか,さ らにいか に審 美的 かつ

技術 的に仕上 げ られて いるか,と いう点

に置 かれ る。

合 衆 国 お よび カナ ダ以 外 の 出 品者 の

ため の応 募 用 紙 は,2002年5月 以 降,

地 元 の配送 セ ンターで入 手す ることがで

きる。 もしくは名前 と返信 用住 所 を博 物

オークス長老,

韓国の首相を訪れる

十 諜 拶智齢'縞 墓
ハンドン

漢 東 首 相 と会 談 した。 オークス長老 は,

地 区大 会 を管 理す るためにソウル を訪 れ

てい た。4月28,29日 の両 日に行 わ れ

た大会 には,5,000人 以上 の教会 員 が 出

席 した。

李 首 相 はオー クス長 老 との 会 談 の 中

で,教 会員 た ちが 互い に愛 し合 うとい う

イエ ス･キ リス トの教 えを実 践 しているこ

とを称 賛 した。 また,教 会 が 家 族 の価

値 観 を強調 してい ることにも深い 関心 を

示 した。 オ ークス長 老 は李 首相 に,『家

族 世 界へ の宣 言』と幸福 な家 族 を表

す彫像 を贈呈 した。

この会 談 には 中央 幹 部 か ら,七 十 人

で アジア北 地 域会 長会 の 第 一副 会 長 を

韓国の李 漢東首相に彫像 を贈る

ダリン･H･オ ークス長老。

写真/ア ジア北地域の厚意により掲載。

務 めるE･レ イ･ベ イ トマ ン長 老 と地 域幹

部七 十人 の高元 龍長 老 も同席 した。□

『チャーチニ ューズ(0加roわ ～θws)の 厚意に

より,2001年5月26日 付 けの記事よ り掲載 。

｢分かち合いの時間のためのアイデア｣追 加分2001年10月

畿
以 下 は,初 等 協 会 の 指 導 者 が

『リアホナ』2001年10月 号 に掲 載

の｢分 か ち合 いの 時間｣と ともに使 用で き

る｢分 か ち合い の時 聞のためのアイデア｣

追加 分で ある。 これ らのアイデアに対応

す るレッス ン,指 示,活 動 は本号｢フ レ

ン ド｣12,13ペ ージ｢や くそ くされた しゅ

くふ く｣を参 照 する。

1.古代 の預 言者 も現 代の預 言者 もイエ

リアホナ/2001年10月 号
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新しく
召された
地域会長会

大
管長会 は,合 衆 国西部 に

新た にアイダホ地域 を組

織 したことを含め,各 地域会長

会の任地の変更を発表 した。こ

の変更 は2001年8月15日 よ

り,す でに実施されている。地

域会長会の会員はすべて七十人

定員会に所属している。

*地域幹部七十人
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1.北アメリ力北西地域

第一副会長 会長 第二副会長
ウィリアム･ク エンティン･ス ティーブン

A

ウェス ト

ゴ

､酬
､｢

第一副会長 会長 第二副会長

ブリレース･ド ナル ド･デ ニス･

3.北 アメリ力北東地域

第一副会長

スペンサー･

第二副会長

グレン･

5.北アメリ力南東地域

第 一副会 長

ジー ン･
･ク ック

会長 第二 副会長

リチ ヤー ド･･デ プ ン･

コーニ シ ュ*

第一 副会 長

リチャー ド･
･メ インズ

会 長 第 二副 会長

F･バ ー トン･デ ール･

八 ワー ド

7.北 アメリ力西地域

第一副会長
リン･

ロビンズ

会長 第二 副会 長

デイーター･デ ュエイン･

第一 副会 長

モ ンァ イ･
･プ ラ フ

会 長

ク リー･

コ ッフォー ド エ ドワー ド･

ブラ ウン

㊥P

⑲

⑬

⑰

･》 繍

《轟

9ユ タ南地域

!罵

第 一副会 長 会長 第二 副会長

W･ロ ル フ･ジ ョン･ネ ッ ド･B･

カー グローバー グ ロー シ エイ

]0.ア イダホ地域

レックス･ス コッ ト･

ゲラ ッ ト*グ ロー*

第二副会長
ロナル ド･

第一副会長 会長 第二副会長
ゲー リー･リ ン･ア ドリアニ･

ミケルセン オチ ョア*

第 一副会 長 会 長 第二副 会長

ジェラル ド･リ チ ャー ド･ア ルマ ン ド･

L･テ ー ラー ガオナ*

第一副会長 会長

プリオ･エ ンリケ･

イスラエ ル･

ペ レス*

醗

14.南 アメリ力北地域

オールドリツジ･

ギ レス ピー

会長 第二 副会長

ロバー ト･J･ロ ベ ル ト･

ホエ ットン ガル シア牢

懲

φ

占
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〈翻 訳〉

アジア北地域の教会員の皆さんへ

2001年9月1日

拝啓

この度新 たに組織 され た アジア北地 域 会 長会 か ら皆 さんへ,

わ た したち の愛 をお伝 えす る とともにごあい さつを 申 し上 げ ま

す。 わた したちに託 され た責 任 の重要 性 について深 く考え ると,

心のへ りくだ る思 いです 。 一方 で,こ の地 域 に住 むすば らしい

指導 者 と会 員の方 々の信仰 と献 身 の姿 を拝 見す ると,心 が鼓 舞

され ます。

日本 と韓 国には,信 仰 堅 固な会員 が数 多 くいます 。両 国 にお

いて教 会 は十分 に確 立 され,幾 世代 にもわた る義 にかなった家

族 が増 えてい ます 。 わた した ち地域 会 長 会 は皆 さん とともに,

会員,会 員で ない人 々,そ してす でに世 を去 ったさらに多 くの

人 々が｢キ リス トのもとに来 て,キ リス トに よって完全 に｣な る 日

を見 るとい う望み を抱 いています(モ ロナイ10:32)。

下 に示 されて いる,｢基 本 指導 原 則｣と 題 され た資料 が,当 地

わた した ちは主 イエス･キ リストを愛 し,

主 に仕 えます。

｢そ れゆ え,わ た しは彼 らに戒 めを与 え

て,こ のように言 う。 あなた は心 を尽 く

し,勢 力 と思 い と力 を尽 くして,主 なる

あなたの神 を愛 さなけれ ばな らない。 ま

た,イ エ ス･キ リス トの名 によって,神

に仕 えなけれ ば ならない 。｣(教義 と聖 約

59:5)

｢あ なた はわた しを愛す るならば,わ た

しに仕 え,わ た しのすべ ての戒め を守 る

べ きで ある。｣(教義 と聖 約42:29)

わたしたちは絶えず聖霊の導きを

求めます。

｢しかし,書 き記されたそれらのものが

あるにもかかわらず,聖 なる御霊によっ

て指示され導かれるままにすべての集会

域の 指導 者 の指針 となるよう願 って います 。神 権 組織 と補 助 組

織 双 方 の責 任 において,す べ ての レベ ルの指導 者 が,簡 潔 なが

らも深 遠な これ らの原則 に従 うよう望 んでい ます。 わた したちが

これ らの原則 を実 践 し,個 人 と家族 が霊 的な支援 と啓 発 という

雰 囲気 の下 で祝福 を受 けるにつ れ,日 本 と韓 国の教会 は一層 力

強 く発展 してい くことで しょう。

わ た したち地域 会長 会 は,証 と目的 と方 向性 におい て一 致 し

てい ます 。 わた したち は,救 い主 とその栄 えあ る福 音 につ いて

厳 粛 に証 します。そ して,今 日主 の教 会 を導 く預言 者が存 在 し,

わ た した ちが 預 言者 と一致 す るよう願 ってい ることを証 します。

わた したちは,聖 なる御 霊 を受 けるにふさわ しくあ り,そ れ によ

って永 遠 にわた り重:要な事柄 に対 し適切 に力 を注 げ るよう望ん

でい ます。

､敬 具

アジア北地域 会 長会

ドナ ル ド･L･ホ ー ル ス トロム

菊地 良彦

ゲ ー リー･S松 田

基本指導原則
アジア北地域会長会

を執 り行 うことが,初 めか ら常 にわた し

の教 会 の長 老 た ちに指 示 され て きた し,

また これ か ら先 いつ まで も指 示 されるで

あろう。｣(教義 と聖 約46:2)

わた した ちは大 管 長 会 と

十二 使 徒 定 員会 に忠実 に従 い ます 。

｢彼 らは,そ こか ら先 は途 中で御 言 葉 を

宣べ 伝 えなが ら旅 をしなさい。 しか し,

預言 者 たちや使 徒 たちが 書 き記 した こと

と,信 仰 の祈 りに よって慰 め主 により教

え られ ることの ほか は何 も語 ってはな ら

ない。｣(教義 と聖 約52:9)･

わた した ちは地 域 会 長 会 として

一･致します
。

｢あ なたが たが一 つ でなけ れば,あ なた

が たはわた しの もので はない,と 主は言

躯 ん聯 瓦
し., .響 ト㌧

狸 曝

われ ました(教 義 と聖約38:27参 照)。 こ

の大 い なる一致 とは,真 の キ リス ト教 会

のしるしです。そ して指 導者へ の忠 誠は,

主 の軍勢 として仕 えるす べて の人々に求

められ るきわめて重要 な事 柄 です。また,

内わで分れ 争 う家 は立 ち行か ないで しょ

う(マルコ3:25参 照)。一 致は基本 的 かつ

不可 欠 な事 柄 なのです 。｣(ゴー ドン･B･

ヒンクレー)

わた したちはこの地 域 の 指 導者 と

会員 に慈 愛 をもって仕 えます 。

｢人は謙 遜 であ り,愛 に満 ち,信 仰 と希

望 と慈愛 を持 ち,ま た 自分 に任 せ られた

すべ ての ことにつ いて 自制 しな けれ ば,

だれ もこの業 を助 けることはで きない。｣

(教義 と聖 約12:8)
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デビッ ド･

ブライア ン･岩 浅

アドニー･Y･小 松

伝道部長の時代に伝道

●当時の伝道期間は

2年 半でした。カナダへ帰国 してか ら留学

する機会 があ り,日 本とのかかわ りは強く

な りました。当時は新幹 線はあ りませんで

したから,長 崎から金沢へ転任 したときに

は,大 変な旅で した。福岡で伝道 していた

ときに伝道部が二つに別れて,ビ ルス伝道

部長,岡 崎伝道部長 によって管理されまし

た。昔は独身者ばかりで家族で集う教会員

はほとんどいませんでしたが,現 在は様々

な年 齢層の人 たちが集 い,日 本の教会 も

｢熟してきている｣と いう印象 を受け'ます。
お じ

叔父の ジュン･岩 浅は,戦 後に伝道部が再

開されて間もなく宣教 師として働きました。

今 井一 男

最初の日本人宣教師の一人

●もしできることならば,伝 道のお手伝い

をさせてくださいと,宣 教師に召される1

年前 から祈 っていま した。その当時は進駐

軍 の教会 員によって毎 月1万4,400円 が

伝道資金 として援助されていました。経済

的にも精神的にも苦しい時代でしたが,断

食 と祈 りによって乗 り越えることができま

した 。マース伝道部長,ロ バー トソン伝道

部長のもとで働き,教 材もないまま伝道 し
みたま

ましたが,話 す言葉には御霊の導きがあり

ました。現在はすべてが準備されて恵まれ

すぎているよ うな

感 じもします。

床 臼 露 徳4エ λ･キ サ 凶 卜

じす

趨欝 購,

騰 醗願
昏胡dけ噛 馴,卜｢硬｣卿卯 石 ヒ直蜜 ㎞ 〔噛F｣齢､昏 浩､E5｢F1､卿幽､隙

圖灘懸
藻 欝 ご

御蚤蕪 馴

鋸｢

篠 ア11州 岬.ヒ昌1へ｣L■鴫｢世 鷹馬 丁町 り監5

繍 鼠 宣教師運動と題

蜘 嚢･す る ポ ス タ ー 。
}'凧 当 時の 日本人 宣

ゐ 教師は物質的に
藩嵯勲 濠 恵ま れない 中,

鷺 薩 輝 の末曄 徒
。聯 漏___蹴 難 の経済的援助を
一 譜 … 婦`受 けて伝道 した

。

おカげト　ハらド うロ　 げ ゆ しヨ ぽ　　　むゆ　

『騨㌦田贋 野讐 響階犠。繋望 瓢.丁:y∵ ヅ

ラ ドン･D･バ ンノイ

かつて日本で伝道

式典のためにアリゾナ

から来日

●伝 道 中にわた しが

出会った日本人は,と

ても優 しい人 ばかりで した。 しか し,あ ま

り笑 うこともな く,深 いつきあいはできま

せんで した。 わた したち は宣 教師の 間で

｢1メ ー トルルール｣と いうものを作ってい

ました。それは笑顔のない日本人も,わ た

したちが1メ ー トル まで近づ くとこちらが

黙っていても何 かしら反応 してくれるとい

うものでした。 日本人とあいさつをすると

きに奇妙な日本語を話 していたようで,彼

らもほほえみながらあいさつ してくれるこ

ともあ りました 。宣教 師は変わったアメリ

力人 と思われていたようですが,随 分と楽

しくコミュニーケションもできました。

ドゥエイン･N･

アンダーセン

伝道部長時代に八ワイ

神殿団体参入を計画

初代東京神殿長

●日本人 の教会員 と

八ワイの神殿へ参入 したのは良 い思い出で

す。八ワイ神殿へ行 くときには,忠 実な教

会員が多 くの犠牲 を払 って準備 しま した。

大変な犠 牲を払 って八ワイへ行った人たち

の多くが,現 在,教 会の指導者 として活躍

しているのを見 るの はとて もすばらしく,

うれしいことです。今回の式典で懐かしい

方々と会えたのも心躍ることで した。わた

しの孫(今 回は孫のケビン･ヒー トン兄弟 と

来 日)は,東 京南伝道部で宣教師の務めを

最近終えましたが,昔 のことを思い出すと,

日本の教会はかつてとは比 較できないほど

大きく発展 していると感 じました。

Q

^

･斎

底

ム

神 を感 じ,会 場 に は涙 で 目を潤 ませ る

人たちもいた。

そ の後 地域 会 長会 か らのメッセージ と

して,ゲ ー リー･S･松 田長 老 は,パ ラリ

ンピ ックで転 倒 した走 者 を助 けて ともに

ゴ ール した女性 のエ ピソー ドを披 露 し,

周 りの人 たちに手 を差 し伸べ,人 生 のゴ

ール を目指 して福 音 を分 か ち合 うことの

大切 さを強調 した。 また,菊 地 良彦 長

老 は,キ リス ト教 が伝 来 した当 時,多 く

の 日本人 が 改宗 した 歴 史を引いて,日 本

人の 中 にはキリス トの教 えを受 け入 れる

素 地 が ある と述 べ,イ エ ス･キ リス トが

過去 に亡 くなった人 々,現 在 の人 々,す

べ ての人 々にとって救 い主 であ られ るこ

とを厳 粛 に証 した。 ドナル ド･L･ホ ール

ス トロム長 老 は,こ の記念 式典 が実 現 し

た経 緯 を述べ,一 人の監 督の小 さな願 い

か らす べ てが 始 ま

った と話 した。 ま

た 記 念 碑 や 式 典

は,過 去 に感 謝 し

将 来 に思 い を向け

るもの に な ると語

った。

記 念碑 の 除幕 式

は,ホ ー ルス トロ

ム長老,菊 地長 老,

松 田長 老 の地域 会

長 会 と各 世 代 を代

表 す る兄 弟 姉妹 に

よって行 われ た。

閉 会 の祈 りをさ

さげた の は鈴 木 な

る子姉 妹 であった。

鈴 木姉 妹 の母 親 の

か へ　 ヒ

難

▲

灘

題

董

飼
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福朧靴認1諭 雪諾
53人 が参加 しま した。 キャンプはまず,

かまど

煮炊きするために竹で｢立 ち竃｣を 作ること

から始ま りま した。 トイレと井戸以外 に設

備のない会場で,自 分たちで組み上げたか

まどで作 った夕食には大満足でした。

翌日の17キ ロ八イクでは,話 に花 が咲

きました。途中の滝つぼに服のまま飛び込
さくれつ

む子もいて若さ炸裂です。

3日 目はアロン神権達成プログラムのセ

ミナーを実施しました。

多くの神権指導者を講師に招 き,進 路や

職業,イ ンターネ ットと標準,結 婚,神 権

者の義務などについてのクラスを受講 しま

共通プログラム後の記念撮影。前列でふざけてい

るのはユースカウンセラーたち。若い男性にとても

よく溶け込んでいた。

闘塞儒道鴇⑪周隼簿

した。近くの消防署では救急救

命法 の実 技指 導を して いただ 欝響

き,ま た交代 で福岡 神殿へ 参

入する機会 もありました。そし

てこの 日,あ るユースカウンセ

ラーの兄弟が伝道の召しを受 け取 り,そ の

手紙を全員が見守る中で開きました。伝道

地が読み上 げられると,歓 声 と拍手 がわき

起こり,だ れからともな く｢われらは天の王

に｣の大合唱となりました。

その夜,神 権定 員会 ことに分かれて｢光

を伝 える｣た めに標準 と伝道 についてのフ

ァイヤサイ ドを持ちました。福岡伝道部の

ゴットフレッドソン部長は祭司の兄弟たち

に｢あなたたちは日本の教会の将来です｣と
みたま

語 り,あ る兄弟は｢御 霊 を強 く感 じて,伝

道 に出たいと思った｣と言 っていました。
あかしかい

最終 日,共 通プログラムでの証会はすば

らしいものでした。.

｢ほんとうは来たくなかったけどすこく楽

しくて,ま た参力口したい。｣｢初めて 自分か
あかし

ら立 って証 しました。｣｢いつか伝道 に出た

いです｣と,自 分の中 にともった光を言葉

に しようと努 力す る未 来の宣 教師 の証 に

は,ど れも純粋な輝きと力がありました。

前 日か ら天気が崩れて若干の変更はあっ

たものの,主 が推し進めてくださったすば

らしい4日 間でした。

(レポー ト:須悪 耕二 福岡ステーク高等評

議員･若い男性会長)

西地区では8月

関9E]か ら11日

まで,7ス テークと3

地方部 から125人 の

アロン神権者と58人

の指導 者 が集い ま し

た。クライマックスとな った坂井 圭 東 京神殿長を

べ
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本 伝 道100周 年 に 当た るこの 夏,

日北 海道,東 北,関 東,中 部,関 西,

九 州,沖 縄 の全 国7地 区 を結んで2001年

アロン神 権 キャンプが 開催 され ました。

去 る8月7日 か らll日 までの4泊5日,

山梨県 の本 栖 湖 湖 畔 で開 かれ た 関東 地

区 のキャンプは,長 野,新 潟,宇 都 宮 の

3地 方部 と関東 の11ス テー クか ら,指 導

者126人,若 い男 性239人 の計365人 が

参加した全 国 でも最 大 規模 のものでした。

アロン神 権者 たちは富士 登 山,料 理 コン

テス トや キャンプファイヤーなど盛 りだ く

さんの プログ ラムを楽 しみ ました。

特 筆 すべ きは,ユ ースカウンセラー(rリ

､診､.

アホナ』2001年3月 号チャーチ･ニュース,13

参照)の 活 躍 です 。数 入 の青 少 年の班 に

大 学生 世代 のユ ース カウンセラーが つい

て面倒 を見 るとい うシステムは 日本 に導

入 され て まだ 数 年 です が,兄 貴 の世 代

が 発 揮 す る良い影 響 力 は青少 年 の 間 に

着 実 に根 を下 ろ しつつ あるようです。

またある地方 部の指 導者 は,普 段 比 較

的少 人数 でのプ ログ ラムに参 加 して きた

青 少年 たちが初 めて数百人 もの神権 者の

群 れ に入 り,自 分た ちが 決 して孤独 で は

ない と知 ることが で きたのは大 変 によか

った,と5日 間 を振 り返 りました。実 際
あかしかい

に証 会 にお いて も,学 校 な どで は話 せ

ない,教 会 員 としての 悩 みや 思 い の丈

を率 直 に分 か ち合 えた喜 び,仲 間へ の

友 情が しば しば語 られてい ました。

キ ャンプにおける活 動 はそれぞれ各 地

区 ご とに趣 向 を凝 らして 行 わ れ ま した

が,全 国 に共 通 す るプログ ラム として,

各 地 に映像 が届 け られ ま した。 中央 若

い男性 会 長 のロバ ー ト･K･デ レンバ ック

長老 と地 域 会長 会 の ドナル ド･L･ホ ール

ス トロム会 長 に よるメ ッセ ー ジビデ オ,

そ して映像 作 品 『日の出ず る国へ 日

本の扉 を開けた宣 教 師 たち』で す。 日本

全 国 約800人 もの アロン神 権 者た ちが,

同 じ思いで この100年 の教 会歴 史 を振 り

リアホナ/2001年10月 号
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明治30年 ころの大桟橋。

入国手続ぎを終えた宣教

師たちは そこて初めて

客待ちをする人力車に出

会った。

写真/構浜開港資料館所蔵

至横浜
カ んな し

JR関 内駅

山下公園から撮影した現

在の大桟橋。左手の建物

は国際航路の夕一ミナル

ヒル。

横浜球場

立て られて山下公園

とな り 現在は市民

の憩いの場所 となっ

ている。
〆 ノ

欝 欝
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､黙 勢 二鞭
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よ こは ま

横濱

ヒストリックサイト案内
､JR石 川町駅

)

､

●1901年8月12日 に横浜大桟橋

に到着した｢エ ンプレス オヴ インテ ィア｣

号の乗船者名簿には ヒーバー｣ク ラン

トをはじめとする4人 の宣教師たちの名前

が残されている。彼 らは大桟橋から程近い

クラン ドホテルにしはらく滞在 し,そ の後

山手の下宿に居を移したのてあ った。当 時

すでにほかのキ リス ト教会 は教会堂を建設

し,布 教 活動を開始 していた。末 日聖徒
ひぽ つ

を誹諺中傷するうわさがクラン トらの上陸

以前から流されていたため 宣教師たちの

到着 は決 して歓迎され たものではなか っ

た。下宿 を探 し回っても偏見によって拒絶

さ れ 宣教 師 の来 日は社会 問題 と して
ちよっし ょっ

また 嘲笑的な題材として新聞に掲載され

た。言葉も通しない菓洋の異国 日本て

彼らを守 り

彼らに慰めを与えるのは聖
あカし

霊による導き と確 固とした証た け'

てあった。偏見と奇異の 目て見られていた

宣教師たち は 横 浜の海を眺め 近代 化

へと向かう日本を眺め とのような思いを

日本人 に抱いていたのであろうか。現在で

は100年 前の面影を残す風景は少な く

なってしまったが4人 の宣教師たち

が歩き 目にしたであろ う,日 本

の教会歴史 にゆか りのある場所

を 約100年 前 の写 真と現

在の写真を比較 しなか らた

どってみた。

宣教師下宿跡､

(旧山手24番地)

山手イタリア山庭園

山手ワー トから山手本通りに沿って南西の位置(山

手町24番)に かつて4人 の宣教師たちか下宿してい

た場所かある。しかし当時の面影は残されていない､
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